
目
　
　
　
次

規
　
　
　
則

○
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

○
山
梨
県
病
院
事
業
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

○
山
梨
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五

規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
四
十
七
号

山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
二
の
三
の
表
障
害
福
祉
課
の
項
第
三
号
５
か
ら
７
ま
で
を
削
り
、
同
号
８
中
「
第
二
十
一
条

の
三
」
を
「
第
二
十
条
」
に
、「
盲
導
犬
」
を
「
盲
導
犬
等
」
に
改
め
、
同
号
８
を
同
号
５
と
し
、
同

号
９
か
ら
１２
ま
で
を
同
号
６
か
ら
９
ま
で
と
し
、
同
項
第
六
号
１
中
「
知
的
障
害
者
相
談
支
援
事
業
」

を
「
相
談
支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
号
３
か
ら
７
ま
で
を
削
り
、
同
項
第
十
七
号
２１
中
「
命
令
」
の
下

に
「（
精
神
障
害
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
２１
を
同
号
２３
と
し
、
同
号
２０
中
「
命
令
」

の
下
に
「（
精
神
障
害
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
２０
を
同
号
２２
と
し
、
同
号
１９
中

「
立
入
検
査
」
の
下
に
「（
精
神
障
害
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
１９
を
同
号
２１
と
し
、

同
号
４
か
ら
１８
ま
で
を
同
号
６
か
ら
２０
ま
で
と
し
、
同
号
３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４
　
第
三
十
八
条
第
一
項
（
第
四
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

○

る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
指
定
障
害
者
支
援
施
設
の
指

定
等
（
精
神
障
害
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

５
　
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
障
害
者
支
援
施
設
の
　

○

指
定
の
変
更
（
精
神
障
害
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

別
表
第
二
の
三
の
表
障
害
福
祉
課
の
項
第
十
七
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２４

第
八
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
及
び
立
入
検
　

○

査
（
精
神
障
害
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

２５

第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
停
止
又
は
廃
止
の
　
○

命
令
（
精
神
障
害
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

２６

第
八
十
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
申
述
　

○

２７

第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
障
害
者
施
策
推
進
協
　
○

議
会
の
意
見
の
聴
取

別
表
第
二
の
三
の
表
健
康
増
進
課
の
項
第
六
号
中
２１
を
２３
と
し
、
９
か
ら
２０
ま
で
を
１１
か
ら
２２
ま
で

と
し
、
１１
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１０

第
三
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
精
神
病
院
の
認
定
　

○

別
表
第
二
の
三
の
表
健
康
増
進
課
の
項
第
六
号
中
８
を
９
と
し
、
４
か
ら
７
ま
で
を
５
か
ら
８
ま
で

と
し
、
３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４
　
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
精
神
病
院
の
認
定
　

○

別
表
第
二
の
三
の
表
健
康
増
進
課
の
項
第
十
八
号
中
２７
を
２９
と
し
、
３
か
ら
２６
ま
で
を
５
か
ら
２８
ま

で
と
し
、
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
　
第
三
十
八
条
第
一
項
（
第
四
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
　
○

る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
指
定
障
害
者
支
援
施
設
の
指

定
等
（
精
神
障
害
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

４
　
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
障
害
者
支
援
施
設
の
　

○

山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
六
号
　
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
十
八
年

九
月
二
十
九
日

号
外
第
五
十
六
号

金　曜　日



指
定
の
変
更
（
精
神
障
害
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

別
表
第
二
の
三
の
表
健
康
増
進
課
の
項
第
十
八
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３０

第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
及
び
立
入
検
　

○

査
（
精
神
障
害
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

３１

第
八
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
制
限
及
び
停
止
の
　
○

命
令
（
精
神
障
害
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

３２

第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
設
備
等
の
改
善
並
び
に
事
　
○

業
の
停
止
及
び
廃
止
の
命
令
（
精
神
障
害
者
に
係
る
も
の
に
限

る
。）

３３

第
八
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
及
び
立
入
検
　

○

査
（
精
神
障
害
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

３４

第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
停
止
又
は
廃
止
の
　
○

命
令
（
精
神
障
害
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

別
表
第
二
の
七
の
表
果
樹
食
品
流
通
課
の
項
第
三
号
２
中
「
営
業
」
を
「
事
業
」
に
改
め
、
同
表
花

き
農
水
産
課
の
項
第
七
号
１
中
「
第
四
条
」
を
「
第
三
条
」
に
、「
漁
業
」
を
「
採
捕
」
に
改
め
、
同
号

２
中
「
第
七
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
、「
漁
業
許
可
期
間
」
を
「
採
捕
許
可
期
間
」
に
改

め
、
同
号
７
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
７
を
同
号
１０
と
し
、
同

号
６
中
「
第
二
十
八
条
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
６
を
同
号
９
と
し
、
同
号
５
中

「
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
、「
漁
業
許
可
」
を
「
採
捕
許
可
」
に
、「
操
業
停
止
」

を
「
採
捕
停
止
」
に
改
め
、
同
号
５
を
同
号
８
と
し
、
同
号
８
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

７
　
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
採
捕
許
可
の
取
消
し
　

○

別
表
第
二
の
七
の
表
花
き
農
水
産
課
の
項
第
七
号
４
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
、

「
漁
業
許
可
」
を
「
採
捕
許
可
」
に
改
め
、
同
号
４
を
同
号
６
と
し
、
同
号
６
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

５
　
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
再
交
付
　

○

別
表
第
二
の
七
の
表
花
き
農
水
産
課
の
項
第
七
号
３
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
、「
漁

業
許
可
及
び
」
を
削
り
、
同
号
３
を
同
号
４
と
し
、
同
号
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
　
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
交
付
　

○

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
四
十
八
号

山
梨
県
病
院
事
業
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
病
院
事
業
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
病
院
事
業
財
務
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
中
「
又
は
第
二
十
九
号
様
式
の
三
」
を
「
、
第
二
十
九
号
様
式
の
三
、
第
三
十
号
様
式

又
は
第
三
十
号
様
式
の
二
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
中
「
、
現
金
領
収
証
書
（
第
三
十
号
様
式
）」
を
削
る
。

第
二
十
九
条
第
二
項
中
「
、
現
金
領
収
書
原
符
」
を
削
る
。

第
二
十
九
号
様
式
か
ら
第
二
十
九
号
様
式
の
三
ま
で
及
び
第
三
十
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
六
号
　
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

二



山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
六
号
　
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

三

第
２
９
号
様
式
（
第
２
７
条
関
係
）



山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
六
号
　
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

四

第
２
９
号
様
式
の
２
（
第
２
７
条
関
係
）

（
そ
の
１
）



山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
六
号
　
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

五

（
そ
の
２
）



山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
六
号
　
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

六

第
２
９
号
様
式
の
３
（
第
２
７
条
関
係
）

（
そ
の
１
）



山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
六
号
　
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

七

（
そ
の
２
）



山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
六
号
　
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

八

第
３
０
号
様
式
（
第
２
７
条
関
係
）

（
そ
の
１
）



山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
六
号
　
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

九

（
そ
の
２
）



山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
六
号
　
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

一
〇

（
そ
の
３
）



第
三
十
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
六
号
　
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

一
一



山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
六
号
　
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

一
二

第
３
０
号
様
式
の
２
（
第
２
７
条
関
係
）

（
そ
の
１
）



山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
六
号
　
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

一
三

（
そ
の
２
）



山
梨
県
公
報
号
外

第
五
十
六
号
　
　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

一
四

（
そ
の
３
）



附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
病
院
事
業
財
務
規
則
第
二
十
七

条
の
規
定
に
よ
り
送
付
さ
れ
て
い
る
納
入
通
知
書
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
病
院
事

業
財
務
規
則
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
送
付
さ
れ
た
納
入
通
知
書
と
み
な
す
。

山
梨
県
規
則
第
四
十
九
号

山
梨
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
号
中
「
又
は
増
築
す
る
」
を
「
、
又
は
増
築
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
新

築
し
」
の
下
に
「
、
改
築
し
」
を
加
え
、
同
条
第
六
号
の
二
中
「
河
川
管
理
施
設
」
の
下
に
「（
樹
林

帯
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
六
号
の
三
中
「
下
水
道
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）」

を
「
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

十
六

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律

第
七
十
八
号
）
第
三
章
の
規
定
に
よ
る
防
除
に
係
る
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
木
竹
を
伐
採
す
る
こ

と
。

第
十
八
条
第
二
十
一
号
の
七
中
「
し
尿
浄
化
槽そ
う

」
を
「
し
尿
浄
化
槽
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
二
号

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
二

地
表
か
ら
二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
高
さ
で
、
広
告
物
等
を
建
築
物
の
壁
面
に
掲
出
し
、

又
は
工
作
物
等
に
表
示
す
る
こ
と
。

第
十
八
条
中
第
二
十
七
号
の
二
十
五
を
第
二
十
七
号
の
二
十
六
と
し
、
第
二
十
七
号
の
十
二
か
ら
第

二
十
七
号
の
二
十
四
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
十
七
号
の
十
一
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
七
の
十
二

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の

規
定
に
よ
る
防
除
に
係
る
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
木
竹
を
伐
採
す
る
た
め
に
立
ち
入
る
こ
と
。

第
十
八
条
中
第
三
十
三
号
を
第
三
十
五
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
四

道
路
、
駐
車
場
、
運
動
場
、
芝
生
で
覆
わ
れ
た
園
地
、
植
生
の
な
い
砂
浜
そ
の
他
の
原
状

回
復
が
可
能
な
場
所
に
お
い
て
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
す
る
自
然
を
活
用
し
た
催
し
を
実
施

す
る
た
め
、
工
作
物
を
新
築
し
、
改
築
し
、
若
し
く
は
増
築
し
、
広
告
物
等
を
建
築
物
の
壁
面
に

掲
出
し
、
若
し
く
は
設
置
し
、
若
し
く
は
工
作
物
等
に
表
示
し
、
小
規
模
に
土
地
の
形
状
を
変
更

し
、
又
は
屋
根
、
壁
面
、
塀
、
橋
、
鉄
塔
、
送
水
管
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
色
彩
を
変

更
す
る
こ
と
（
一
時
的
に
行
わ
れ
、
当
該
催
し
の
終
了
後
遅
滞
な
く
原
状
回
復
が
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
催
し
に
関
し
、
地
方
公
共
団
体
が
作
成
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
計
画
で
あ
つ
て
、
当
該
催
し
の
開
始
の
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
知
事
に
提
出
さ
れ
た
も
の
に

基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
工
作
物
の
新
築
等
」
と
い
う
。）。

イ
　
催
し
の
名
称
、
概
要
、
主
催
者
名
、
開
催
場
所
及
び
開
催
期
間

ロ
　
風
致
の
維
持
の
た
め
に
行
わ
れ
る
措
置
の
内
容

ハ
　
原
状
回
復
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
の
体
制
及
び
方
法
並
び
に
そ
の
実
施
期
限

ニ
　
工
作
物
の
新
築
等
に
着
手
す
る
日
の
十
五
日
前
ま
で
に
、
そ
の
概
要
を
知
事
に
通
知
す
る
旨

第
十
八
条
中
第
三
十
二
号
を
第
三
十
三
号
と
し
、
第
二
十
九
号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

繰
り
下
げ
、
第
二
十
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
九

知
事
の
指
定
す
る
地
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
木
竹
を
植
栽
す
る
こ
と
。

第
二
十
条
の
二
第
一
号
中
「
又
は
第
二
十
二
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
」
を
「
、
第
二
十
二
号
か
ら

第
二
十
五
号
ま
で
、
第
二
十
六
号
又
は
第
二
十
七
号
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、

第
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

道
路
、
駐
車
場
、
運
動
場
、
芝
生
で
覆
わ
れ
た
園
地
、
植
生
の
な
い
砂
浜
そ
の
他
の
原
状
回

復
が
可
能
な
場
所
に
お
い
て
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
す
る
自
然
を
活
用
し
た
催
し
を
実
施
す

る
た
め
、
工
作
物
を
新
築
し
、
改
築
し
、
若
し
く
は
増
築
し
、
広
告
物
等
を
建
築
物
の
壁
面
に
掲

出
し
、
若
し
く
は
設
置
し
、
若
し
く
は
工
作
物
等
に
表
示
し
、
又
は
小
規
模
に
土
地
の
形
状
を
変

更
す
る
こ
と
（
一
時
的
に
行
わ
れ
、
当
該
催
し
の
終
了
後
遅
滞
な
く
原
状
回
復
が
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
催
し
に
関
し
、
地
方
公
共
団
体
が
作
成
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
計
画
で
あ
つ
て
、
当
該
催
し
の
開
始
の
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
知
事
に
提
出
さ
れ
た
も
の
に

基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
工
作
物
の
新
築
等
」
と
い
う
。）。

イ
　
催
し
の
名
称
、
概
要
、
主
催
者
名
、
開
催
場
所
及
び
開
催
期
間

ロ
　
風
景
の
維
持
の
た
め
に
行
わ
れ
る
措
置
の
内
容

ハ
　
原
状
回
復
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
の
体
制
及
び
方
法
並
び
に
そ
の
実
施
期
限

ニ
　
工
作
物
の
新
築
等
に
着
手
す
る
日
の
十
五
日
前
ま
で
に
、
そ
の
概
要
を
知
事
に
通
知
す
る
旨

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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梨
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